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必要単位数が 40 単位から 20 単位に半減された。 
また，福井大学教育学部においては，中学技術の 1 種免許を取得して卒業するためには，
かつて 40 単位が必要であったが，教育地域科学部への改組の折には，28 単位へと 3 割も
減少した。 















A Practice and Consideration of Guidance of Electric ﬁ eld for Student in 
Technology education of Teacher Training University
塚本　充＊1　川端　美智代＊2　平岡　まりな＊2
（2016年9月30日　受付）















２．１  免許取得希望者数の推移 












また，平成 26 年度の「その他」の 1 名は，現段階では取得を断念しているが，復帰の可
能性も期待して，技術免許希望者の数に入れている。 
２．２  電気分野の科目の状況 




表１  最近の技術免許取得希望者数の推移 
入学年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
技術科 2 2 2 4 2 2 3 2 2
その他 0 0 0 1 3 0 1 2 1
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旧教育学部専門教育履修手引では，必修科目に「○」，選択必修科目に「◎」と付して
いた。従って，電気分野では，表２によれば，必修 5 単位，選択必修 2 単位，選択 4 単位
の合計 11 単位 7 科目の受講が可能になっていた。 
なお，科目「機械」においても，「電気」を「機械」に置き換えた同様な科目構成とな
っており，担当者が複数所属していた栽培分野においては，講義が 5 科目，実習が 2 科目，





























表２  平成元年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
○電気工学Ⅰ 2 2
○電気工学Ⅱ 2 2
◎電気工学Ⅲ 2 2 奇数年開講
   電気工学Ⅳ 2 2
○電気工学実験Ⅰ 1 3
   電気工学実験Ⅱ 1 3 奇数年開講
   電気工学実験Ⅲ 1 3
備考小科目 単位
電気
科目 1年次 2年次 3年次 4年次
毎週時間数
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
◎電気工学基礎 2 2
○電子工学基礎 2 2
  電気・電子計測 2 2
◎電気工学基礎実験 1 3
○電子工学基礎実験 1 3




表３  平成 11 年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
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なお，この平成 11 年度より，1 種教員免許状取得のための教科専門科目の履修最低単
位数が 40 単位から 20 単位に半減したことが反映された履修手引となっている。 

















２．２．２  電気分野科目の開講・受講状況 
旧教育学部時代の中学技術の教員免許状取得希望者は表２にある科目のうち，少なくと















備考1年次 2年次 3年次 4年次
表４  平成 28 年の専門教育履修手引の科目「電気」の小科目一覧 
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学基礎実験」は，技術の担当教員と第一著者とが合同で学生の指導をおこなっている。ま































 図１  「でんきの教科書」の外観 
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01  ベンジャミン・フランクリン 
02  ジェームズ・ワット 
03  アレッサンドロ・ボルタ 
04  ゲオルク・ジーモン・オーム 
05  マイケル・ファラデー 
06  ジェームズ・プレスコット・ジュール 
07  グスタフ・ローベルト・キルヒホッフ 
08  トーマス・アルバ・エジソン 
図３  「でんきの教科書」のフランクリンの説明の 2 ページ分 
図２  「でんきの教科書」で偉人として取り上げられている人たち 
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1 章  電気の流れ 
2 章  基本電気回路 
3 章  抵抗 
4 章  電池の接続 
5 章  キルヒホッフの法則 
6 章  ブリッジ回路 
7 章  ジュールの法則 
8 章  交流回路の基礎 
9 章  複素数 
10 章  R，L，C の組み合わせ回路 
11 章  その他 
図５  「でんきの教科書」のキルヒホッフの法則の説明のページの一部 
図４  「でんきの教科書」で取り上げられている項目 
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図４の項目と図６の項目を比べると「電気工学基礎」の授業の第 1 回から第 12 回まで
の項目をほぼ「でんきの教科書」が網羅しているように見える。第 5 回の「電磁気」は「伝
記」の「ファラデー」の箇所で図を用いて，簡単な説明を加えている。 





第 1 回:概要説明，電気の用語と電気回路の基本，オームの法則 
第 2 回:キルヒホッフの法則，ジュールの法則，その他の法則 
第 3 回:ブリッジ回路などやや高度な回路 
第 4 回:回路に関する簡単な演習 
第 5 回:電磁気の基礎 
第 6 回:複素記号法 
第 7 回:複素記号法の簡単な演習 
第 8 回:交流回路を構成する基本素子 
第 9 回:RLC 回路・共振回路 
第 10 回:RLC 回路・共振回路の簡単な演習 
第 11 回:RC 回路・フィルタ回路 
第 12 回:RC 回路・フィルタ回路の簡単な演習 
第 13 回:半導体(ダイオードとトランジスタ)の概要 
第 14 回:電子回路の導入 
第 15 回:まとめと時間内最終課題 
※受講者の前提知識や能力により，内容が前後したり，変更になったりする 
図６  「電気工学基礎」のシラバスの各回の授業内容 
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第 1 回:授業概要，実験に関わる諸注意とデータのまとめ方の留意点説明 
第 2 回:テスターの製作(1) テスターの仕組みと素子の確認 
第 3 回:テスターの製作(2) テスター回路のはんだ付け 
第 4 回:抵抗測定(1) 炭素被膜抵抗のカラーコードの読み方と回路測定 
第 5 回:抵抗測定(2) やや複雑な回路の測定 
第 6 回:ブリッジ回路 
第 7 回:オシロスコープの利用 
第 8 回:フィルタ回路(RC 直列回路での抵抗の電圧測定) 
第 9 回:フィルタ回路(RC 直列回路でのコンデンサの電圧測定) 
第 10 回:データ整理，グラフ描画 
第 11 回:基本的な増幅回路 
第 12 回:負帰還増幅回路 
第 13 回:整流回路 
第 14 回:平滑回路 
第 15 回:データ整理，まとめと振り返り 
※受講者の前提知識や能力により，内容が前後したり，変更になったりする 
図７  「電気工学基礎実験」のシラバスの各回の授業内容 
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 図７  「電気工学基礎実験」の「実験手順書」の元となった「実習指導書」 
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 図９  「実習指導書」の目次
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る「3-2  第 2 課題  テスターによる抵抗測定」「3-3  第 4 課題  直流回路測定」「3-8  第










４．１  受講者と「でんきの教科書」の利用の状況 
「でんきの教科書」をテキスト，もしくは資料として利用した「電気工学基礎」の授業
は，平成 26 年度から平成 28 年度までの 3 年である。平成 26 年度には，執筆途上のコピ
ーを受講者に渡して一部の授業をおこなった。印刷・製本したものを配付したのは，平成
27 年度以降である。平成 26 年度の授業受講者は，表 1の平成 24 年度入学者の「その他」
の 3 名と平成 25 年度入学の「技術科の」2 名の合計 5 名であり，平成 27 年度には，平成
26 年度入学の「技術科」の 3 名である。今年度は，平成 27 年度入学で技術免許希望者の
4 名が受講している。 











と約 50%が各 1 名であり，残りの 2 名は約 30%という惨状であった。 
福井大学教育・人文社会系部門紀要（応用科学　技術編），1，2016276
 13 / 16 
 
































図 10  電磁誘導に関する電子教材の様子
(b) 磁力線の説明の様子 (a) 導線に力が加わる説明の様子 
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